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１．活動が必要とされた状況 

埼玉の母なる川・荒川は、下流に首都東京を擁する都市河川。甲武信岳の一滴に始まる

荒川がいかに私たちの暮らしを守り、支えてくれているか、都市施設・都市維持装置とし

働く荒川を知っていただきたいと思いました。 

 

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内容など） 

＜実施時期＞ 平成 27 年度前半～資料収集。 後半に原稿作成等まとめ。 

＜参加人数＞ 筆者、校正人員として５名。 

＜活動内容＞ ・特集記事では、荒川中流部の都市施設として機能する荒川を紹介。 

・見沼田圃見山での実践活動報告は「見沼田圃再考」として、改めて見

沼田圃の歴史を紹介。 

       ・新たに加わった秩父大滝との上下流交流。３年目の交流会を報告。 

 

 

３．活動の成果 

 流域の水を横断的・総合的に見る作業を続けて１７年。そこで、従来言われていること

の誤りを多々見つけました。断片的な知識では見い出せない矛盾は話をつなぐことで明白

になります。 

 その情報発信が容認されるには時間がかかりましたが、地道に調査・研究を続けてきた

ことの信用から、今、各地でその報告を依頼されるようになりました。 

 

４．今後に残された課題 

やっと、河川と農業用水、埼玉と江戸・東京の水について、横断的・総合的に自分の言

葉で書けるようになってきました。できるだけ多くの方々に生活の基盤である土地や水を

知っていただきたく、分かりやすい文章に努め、『荒川流域を知るⅡ』の発行まで頑張りた

いと思います。 
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